
四日市港と地域経済
令和4年度  四日市港経済効果調査の概要

　四日市港は、中部圏を代表する国際物流拠点として、
原油やLNG、石炭のほか、完成自動車やコンテナ貨物を
取り扱う総合港湾として着実な成長を続けています。また、
その背後圏には、日本有数の臨海部石油化学コンビナート
を中心とした基礎素材・部材産業や、内陸部の加工組立産
業等が集積しており、四日市港は、これら背後圏産業の発
展を物流の面から支えています。
　本調査では、四日市港に関係する企業等へのアンケー
ト結果や各種統計資料及び三重県内の経済取引を総合的
にまとめた産業連関表を用いて、三重県や四日市市の経
済活動への四日市港の貢献度を推計しました。
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三重県の経済活動への
四日市港の貢献度

四日市港のマスコットキャラクター

ポルテくん

三重県の経済の2割以上に
四日市港がかかわっているよ！

雇用者所得
三重県

３兆7,038億円
（2019年度）

17.3%

6,418億円

県内総生産
三重県

８兆864億円
（2019年度）

20.3%

１兆6,390億円
雇用者数
三重県

89万5,420人
（2015年度）

19.2%

17万2,336人

県税収入
三重県

2,679億円
（2021年度）

28.6%

768億円



四日市市の経済活動への
四日市港の貢献度

近代四日市港の基礎を築いた

稲葉三右衛門翁

四日市市の経済の2割以上に
四日市港がかかわっているのじゃ！

市税収入
四日市市
736億円
（2020年度）

23.8%

175億円

25.9%

4,585億円
事業所
従業者数
四日市市

15万7,729人
（2016年）

21.6%

3万4,145人

市内総生産
四日市市

１兆7,678億円
（2019年度）



四日市港の移輸出量*が
10％増加した場合に

三重県経済にもたらす効果

10％増加の視点でみても県経済に
対する寄与度の高さがわかるね。

市内に創出される市場規模の
大きさ（生産誘発額）は
4,271億円

GDPに換算すると
1,445億円の増加

県GDP1.7％の
押し上げる効果が期待できる

*四日市港における三重県産の移輸出が増加した場合で推計



所得・雇用誘発効果

四日市港の
「経済効果」について

　三重県や四日市市の経済において、四日市港に関わる経済活動は多岐にわたっています。例えば、①四日市
港を通じて海外への輸出や県外への移出を行う、②四日市港に関わる企業や四日市港の臨海部に立地する企
業等が設備投資を行う、③それらの企業等に勤める人々が商品やサービスを購入する、等が挙げられます。
　こうした経済活動は、それに関わる企業等の生産を生みます。さらに、その企業等が資材やサービスを
購入することで、他の企業等の新たな生産を呼び起こし、効果はさまざまな産業に波及します。
　今回の調査では、アンケート結果や各種統計資料及び「平成27年三重県産業連関表（令和2年11月公
表）」を用いて、主に令和3年の1年間において、四日市港が三重県や四日市市の経済にどれほど貢献し
ているのかを推計しました。さらに、この四日市港に関わる経済活動が、どのくらいの雇用や税収等を生
み出したのかについても推計しました。 ※前回調査以降、調査方法について検討を行った結果、今回の調査より一部の推計方法を変更しています。
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四日市港に直接かかわる
生産活動のことを
直接効果といいます。

四日市港を通じた
三重県の移輸出

四日市港に関わる
企業・各種団体

直接効果を受ける産業の資材・サービス購入が
新たな生産を生む効果（1次波及効果）です。

直接効果、1次波及効果の所得が生み出す消費需要が
新たな生産を生む効果（2次波及効果）です。

四日市港の臨海部に
立地する企業

企業・官公庁の投資活動 雇用者の消費活動

（生産が増加し、そこで働く従業者の給料が増加）
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